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１．2024年10月期第３四半期の業績（2023年11月１日～2024年７月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 403 － △18 － △18 － △13 －
2023年10月期第３四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年10月期第３四半期 △8.86 －
2023年10月期第３四半期 － －

(注)１．当社は、2023年10月期第３四半期については四半期財務諸表を作成していないため、2023年10月期第３四半期

の数値及び2024年10月期第３四半期の対前年同四半期増減率は記載しておりません。

２．2024年10月期第３四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、

１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 744 699 93.8
2023年10月期 752 597 79.5

(参考) 自己資本 2024年10月期第３四半期 698百万円 2023年10月期 597百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2024年10月期 － 0.00 －
2024年10月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2024年10月期の業績予想（2023年11月１日～2024年10月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 652 △13.3 17 △90.0 17 △89.6 10 △91.8 6.78

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2024年10月期３Ｑ 1,503,300株 2023年10月期 1,378,000株

② 期末自己株式数 2024年10月期３Ｑ 31株 2023年10月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年10月期３Ｑ 1,474,834株 2023年10月期３Ｑ 1,198,000株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ

ての注意事項については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(3) 業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明資料の入手について）

決算説明資料は、2024年９月12日にＴＤｎｅｔ及び当社ウェブサイトで同日開示いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善や政策による押上げ効果もあり、それ

までの足踏み状態を脱し、緩やかな持ち直しに転じたとみられます。昨春来、低迷を続けてきた個人消費もよう

やく増加に転じ、今後の緩やかな景気回復の原動力になることが期待されます。もっとも、中東情勢の緊迫化は、

エネルギー価格の高騰や、サプライチェーンの混乱をもたらし、日本経済にもその影響が波及しかねません。イ

ンフレが持続すれば、家計の消費意欲を冷やし、企業の生産コストを押し上げる要因となります。一方、米国で

は利下げが始まる期待が高まっており、日米金利差の縮小が為替レートに及ぼす影響にも注視する必要がありま

す。

当社の事業ドメインである日本国内の中小企業によるＭ＆Ａ市場は、株式会社帝国データバンクが行った「全

国・後継者不在率動向調査（2023年11月）」によると全国の経営者後継者不在率は53.9%と、調査結果が公表され

ております。2022年の同調査結果である57.21％と比較すると、改善されておりますが依然として高い水準であ

り、当社の成約組数の拡大余地は引き続きあるものと考えております。

一方、Ｍ＆Ａ市場では、中小企業庁の「中小Ｍ＆Ａ推進計画」によってＭ＆Ａ支援機関の登録制度の創設、官

民が連携した自主規制団体である「一般社団法人Ｍ＆Ａ仲介協会」の創設等、中小企業経営者が安心して相談で

きるようトラブル防止の強化を行っております。

このような事業環境下で、当社は１社でも多くの企業の事業承継を支援するべく、金融機関や会計事務所等の

提携先の新規開拓、Ｍ＆Ａニーズを取り込むための一層の関係強化として研修会や勉強会の実施に取組み、Ｍ＆

Ａニーズの発掘を図りました。

当第３四半期累計期間において需要の伸長に対応するべくＭ＆Ａアドバイザーは６名増員し32名（前年同期26

名）になりました。また、当社の重要指標である当第３四半期累計期間の成約組数は41組（前年同期49組）にな

りました。

結果として、当第３四半期累計期間における売上高は403,827千円、営業損失は18,836千円、経常損失は18,833

千円、四半期純損失は13,067千円となっております。

なお、当社は、Ｍ＆Ａアドバイザリー事業の単一セグメントであるため、セグメントに関する記載は省略して

おります。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第３四半期会計期間末の流動資産は、前事業年度末に比べ13,361千円減少し、659,236千円となりました。

これは主として、売掛金が5,304千円、その他が31,193千円増加したものの、現金及び預金が55,058千円減少し

たことによるものであります。

当第３四半期会計期間末の固定資産は、前事業年度末に比べ5,585千円増加し、85,377千円となりました。こ

れは主として繰延税金資産が5,766千円増加したことによるものであります。

(負債の部)

当第３四半期会計期間末の流動負債は、前事業年度末に比べ109,342千円減少し、45,097千円となりました。

これは主として、賞与引当金が7,050千円増加したものの、未払法人税等が49,672千円、未払費用が41,391千円

及び買掛金が7,056千円減少したことによるものであります。

(純資産の部)

当第３四半期会計期間末の純資産は、前事業年度末に比べ101,565千円増加し、699,516千円となりました。

これは主として、東京証券取引所グロース市場への上場に伴う第三者割当増資（オーバーアロットメントによ

る売出しに関連した第三者割当増資）による新株発行57,300株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ

35,319千円増加、新株予約権の行使に伴う新株の発行により資本金及び資本準備金がそれぞれ21,350千円増加

したものの、四半期純損失の計上により利益剰余金が13,067千円減少したことによるものであります。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年10月期の業績予想につきましては、2023年12月14日に公表した業績予想を変更しております。詳細につき

ましては、本日公表の「2024年10月期 通期業績予想の修正（下方修正）に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 656,326 601,268

売掛金 9,306 14,610

前渡金 1,690 4,785

前払費用 5,125 7,229

その他 149 31,343

流動資産合計 672,598 659,236

固定資産

有形固定資産

建物附属設備 12,404 12,404

減価償却累計額 △977 △1,654

建物附属設備（純額） 11,426 10,749

工具、器具及び備品 4,027 5,192

減価償却累計額 △3,843 △4,080

工具、器具及び備品（純額） 183 1,111

有形固定資産合計 11,609 11,861

投資その他の資産

投資有価証券 500 500

破産更生債権等 110 110

繰延税金資産 17,067 22,834

敷金 40,601 40,168

その他 10,013 10,013

貸倒引当金 △110 △110

投資その他の資産合計 68,182 73,516

固定資産合計 79,792 85,377

資産合計 752,390 744,613
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 11,116 4,059

未払金 7,909 5,236

未払費用 53,800 12,409

未払法人税等 49,672 -

契約負債 4,342 9,580

預り金 3,064 6,761

賞与引当金 - 7,050

その他 24,533 -

流動負債合計 154,439 45,097

負債合計 154,439 45,097

純資産の部

株主資本

資本金 202,252 258,921

資本剰余金

資本準備金 197,952 254,621

資本剰余金合計 197,952 254,621

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 197,747 184,679

利益剰余金合計 197,747 184,679

自己株式 - △141

株主資本合計 597,951 698,081

新株予約権 - 1,435

純資産合計 597,951 699,516

負債純資産合計 752,390 744,613
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
当第３四半期累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

売上高 403,827

売上原価 282,157

売上総利益 121,670

販売費及び一般管理費 140,506

営業損失（△） △18,836

営業外収益

受取利息 2

営業外収益合計 2

経常損失（△） △18,833

税引前四半期純損失（△） △18,833

法人税等 △5,766

四半期純損失（△） △13,067
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期累計期間（自 2023年11月１日 至 2024年７月31日）

当社は、2023年11月17日を払込期日とする有償第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに

関連した第三者割当増資）による新株発行57,300株により、資本金及び資本剰余金がそれぞれ35,319千円増

加しております。また、新株予約権の行使に伴う新株の発行により、資本金及び資本準備金がそれぞれ

21,350千円増加しております。

この結果、当第３四半期会計期間末において資本金が258,921千円、資本準備金が254,621千円となってお

ります。

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使

用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社はＭ＆Ａアドバイザリー事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

当第３四半期累計期間
(自 2023年11月１日
至 2024年７月31日)

減価償却費 913 千円

（重要な後発事象）

該当事項はありません。


